
北海道札幌市における基本計画の概要

《促進区域図》
北海道札幌市

促進区域

１件あたり平均41.6百万円の付加価値額を創出する地域経済牽引事業を60件創出し、これらの地域経済
牽引事業が促進区域で2.18倍の波及効果を与え、促進区域で約5,443百万円の付加価値を創出することを
目指す。

経済的効果の目標

計画同意の日から令和５年度末日、又は、新基本
方針に基づいて、令和５年度末日までに改めて新
基本計画を作成する場合は、当該新基本計画の同
意日の前日のいずれか早い日まで

計画期間

・不動産取得税の減免措置の創設
・産業振興ビジョンの重点分野や創業に対する低利融資制度の改善、卸売・小売分野に対する支援、積極
的な企業立地の促進、札幌市ICT活用プラットフォーム（クラウド上のシステム及び運用体制）の構築、
事業者からの事業環境整備の提案への対応

制度・事業環境の整備

・(公財)北海道中小企業総合支援センター
・(一財)さっぽろ産業振興財団
・(地独)北海道立総合研究機構
・(公財)北海道科学技術総合振興センター
・国立研究開発法人産業技術総合研究所北海道セン
ター

地域経済牽引支援機関

地域経済牽引事業の承認要件

【要件１：地域の特性を活用すること（①～⑩のいずれか）】

①札幌市の大通公園等の観光資源を活用した観光関連分野
②札幌市の食関連産業等の産業集積を活用した食料品製造関連分野
③札幌市の積雪寒冷な自然環境を活用した環境（エネルギー）分野
④札幌市の北海道大学等の研究機関の技術を活用した健康福祉・医療分野
⑤札幌市のIT産業の集積を活用したIT・クリエイティブ分野
⑥札幌市の道内最大の流通業務団地等のインフラを活用した卸売・小売分野
⑦札幌市の数多くの高等教育機関が輩出する豊富な人材を活用したサービス産業関連分野
⑧札幌市のスポーツ産業の集積を活用したスポーツ・まちづくり分野
⑨札幌市のインキュベーション施設等のインフラを活用した創業分野
⑩札幌市の製造業の集積を活用したものづくり関連分野

【要件２：高い付加価値を創出すること】
・付加価値増加分：3,920万円超

【要件３：以下のいずれかの経済的効果が見込まれること】
●売上：4.6％増加 ●雇用者数：2.8％増加

本基本計画では、産業振興の方向性を示す計画として平成29年1月に策定した札幌市産業振興ビジョンで設定した重点５分野（「観光」「食」「環境
（エネルギー）」「健康福祉・医療」「ＩＴ・クリエイティブ」）と、これら分野を横断する３つの戦略（「中小・小規模企業への支援」、「新たな企
業の創出」、「人材への支援」）に該当する産業の振興を図ることとしている。
本基本計画の着実な実施により、札幌市産業振興ビジョンが目指す「地域資源を活かした創造性あふれるまち」、「中小企業の活気があふれ新しい時

代を先導するまち」、「世界に羽ばたく企業が躍進する活力あふれるまち」、「人と企業が世界中から集まる魅力的なまち」、「個性的なまちづくりと
産業が結びつき地域がにぎわうまち」の実現を図り、“雇用の場の確保・創出”と“企業・就業者の収入増加”を目指す。

計画のポイント


